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陵水会大阪支部 
支部長 
鈴木 敏夫
（大19回）

ご
挨
拶

西川ゼミ（民法）・バレーボール部

　
冒
頭
の
挨
拶
が
コ
ロ
ナ
禍
を
抜
き
に
し
て
語

れ
る
幸
せ
を
３
年
越
し
に
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
の
世
界
一
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
す

が
、
募
金
活
動
・
総
会
・
機
関
誌
発
行
等
の
日

常
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
き
ま
す
。
大
阪
支
部

令和５年 陵水会大阪支部総会
および講演会・演奏会のご案内

日時：令和５年7月22日（土）　開会:午前10時30分 （受付開始:午前9時40分）
会場：大阪新阪急ホテル　２F紫の間
　　　大阪市北区芝田1丁目1番35号【阪急梅田駅に隣接】
　　　TEL　０６－６３７２－５１０１

①総　会	 午前10:30〜10:50

②ご挨拶	 竹村彰通	学長

⑤懇親会	 午前12:30〜14:00
　・陵水会理事長ご挨拶
　　　　　　山田	督	理事長
　・乾　杯			椎名	洋	ＤＳ学部長
　・第31回・32回の年次幹事による運営・余興
					そしてエール等をお楽しみください。

					（一部内容を変更する場合もあります。）

④演奏会	 午前12:00〜12:30
	 ・尺八の演奏　藤岡　秀明（ふじおか　ひであき）氏
	 		東京芸術大学	TUA音楽学部・/尺八専攻2019年卒業
	 		滋賀大学大学院経済学研究科経営学専攻2010年卒業
	 ・ピアノ演奏　鈴木　愛子（すずき　あいこ）氏
	 		ウィーン、フランスで研鑽を積み大阪国際コンクール入選等

③講演会	 午前11:00〜12:00
	 中野桂経済学部長参加の
	 NextRyosuiトークセッション　				
　　　　　　「卒業後のキャリア設計について」

長
に
な
っ
て
４
年
目
。
支
部
規
約
で
行
け
ば
最

後
の
年
で
す
の
で
、
７
月
に
行
わ
れ
ま
す
支
部

総
会
が
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
他
校
に
先
駆
け
て
母
校
に
思
い
も
か
け
ず
Ｄ

Ｓ
学
部
が
誕
生
し
、
３
期
目
の
卒
業
生
を
輩
出

す
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。
彦
根
高
商
創
立

百
周
年
の
記
念
式
典
も
今
年
11
月
４
日
に
行
わ

れ
ま
す
。
思
え
ば
コ
ロ
ナ
対
策
と
募
金
活
動
に

明
け
暮
れ
た
４
年
間
で
し
た
。
お
陰
を
持
ち
ま

し
て
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
募
金
も
順
調
に
集

プ ロ グ ラ ム

ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
予
定
金
額
に
は
ま
だ
達

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
余
力
の
あ
る
卒
業
生
の

方
々
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
っ
て
１

年
が
た
ち
、
一
向
に
止
む
気
配
が
な
い
の
が
気

が
か
り
で
す
が
、
皆
様
が
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍

の
上
、
揃
っ
て
百
周
年
を
祝
し
新
し
い
扉
を
開

け
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
し
て
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

　一般会員 10,000円
　女性・20代男性 7,000円
　新卒会員 5,000円

【 参 加 費 】

お申し込み後にやむを得ずキャンセルの場合は、開催日の１週間前までに陵水会大阪支部の事務局へ必ず
ご連絡ください。なお、直前の７月 18 日以降は、参加費を頂きます。　

事務局　０６－６４４７－０８５５　e メール ikeike@topoffice.co.jp

竹村学長と鈴木氏のピアノ連弾
「モルダウ・スメタナ作曲」
2022年度大阪支部総会にて

中野桂経済学部長参加の
NextRyosui トークセッション

「卒業後のキャリア設計について」
起業家 OG
　林	紗陽氏（2010 年卒）　
　清水	直氏（2013 年卒）
ファシリテーター
　服部	進氏（1989 年卒）

お申し込み締切り：6 月 30 日
添付ハガキ・HP・QRコードを
通じてお申し込みください。

JT、大塚製薬などマーケティ
ングを基軸に５社の転職を経
験、現在は独立し、音楽、映
画製作、イベントプロデュー
スなどを手がける。

服部	進	氏（NextRyosui 事務局長）

みずほ銀行を経て貿易会社
を1人で始め10年間で1000
商品以上を企画開発、2017
年から化粧品会社を起業し
タイ・中国の化粧品ブラン
ドの日本総代理として輸入・
PR・販売などを行う。

林	紗陽	氏

大手インフラ企業就職後、夢
を諦めきれず呉服業界に転
職、下積みを経て着付け教室
を開校。YouTube登録者数
は26万人を超
える「きもの
すなお」こと
清水直氏。

清水	直	氏
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特別寄稿・大学ニュース

（データ
エンジニアリング）

（データ
アナリシス） （価値創造）

15
名
か
ら
20
名

く
ら
い
の
社
会
人

の
方
が
入
学
し
て

き
ま
す
。
多
く
の

方
は
、
会
社
か
ら

の
派
遣
で
、
会
社

公
認
の
リ
ス
キ
リ

ン
グ
の
た
め
に
本

学
に
来
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の

方
は
、
会
社
で
現

在
抱
え
て
お
ら
れ

る
課
題
、
特
に
Ｄ

Ｘ
関
連
の
課
題
を

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
で
解
決
し
た
い

と
い
う
希
望
を
い

る
の
は
難
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
一
応
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

は
、
図
の
よ
う
な
三
つ
の
構
成
要
素
で
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
が
、「
情
報
学
」
の
分
野
で
す
。
大
学

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
授
業
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
デ
ー
タ
の
収
集
・
保
存

を
扱
う
分
野
で
す
。
二
番
目
が
、「
統
計
学
」
の

分
野
で
す
。
大
学
の
科
目
で
は
、「
＊
＊
分
析
」

の
よ
う
な
名
前
の
科
目
が
こ
れ
に
あ
た
り
、

デ
ー
タ
の
分
析
を
行
う
分
野
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
、
二
つ
の
分
野
は
、
そ
れ
ぞ
れ
昔
か
ら
あ

る
理
系
の
分
野
で
す
。

データーサイエンス学部

S.36	 生まれ
S.61	 東京大学法学部卒
	 同大学院経済学研究課（経済学博士）

学部長 椎 名　 洋

　

さ
て
、
ご
存
知
の
よ
う
に
現
在
、
社
会
人

の
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」
が
大
き
な
話
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
秋
に
、
政
府
が
今
後
５
年

間
で
１
兆
円
に
も
上
る
額
を
リ
ス
キ
リ
ン
グ
推

進
に
使
う
と
い
う
方
針
を
定
め
た
こ
と
は
、
大

き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ャ
パ

ン
が
昨
年
度
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
リ
ス
キ

リ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
の
上
位
５
つ

の
う
ち
４
つ
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
の
も
の

で
し
た
（
１
位
が
語
学
、
２
位
が
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ

的
な
言
い
方
で
す
が
、
人
間
を

幸
せ
に
す
る
何
か
（
＝
価
値
）

を
生
み
出
す
プ
ロ
セ
ス
を
指
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
デ
ー
タ

を
集
め
て
分
析
す
る
の
は
あ
く

ま
で
手
段
で
あ
っ
て
、
最
終
的

に
は
、
そ
こ
か
ら
何
ら
か
の
価

値
を
生
み
出
さ
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
会
社
で

言
え
ば
、
効
率
化
（
デ
ジ
タ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
や
新
し
い

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
こ
と
が
ゴ
ー
ル

で
あ
り
、
個
人
で
言
え
ば
、
日

常
生
活
に
お
い
て
、
今
ま
で
よ

り
楽
に
何
か
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
新
し
い
楽
し
み
方

が
出
て
き
た
り
す
る
、
こ
と
が

目
標
で
す
。
こ
の
「
価
値
創

造
」
は
、
当
然
な
が
ら
文
系
的

な
側
面
が
強
い
わ
け
で
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
が
文
理
融
合
の
学
問
と
言
わ
れ

る
の
は
、
こ
の
「
価
値
創
造
」
の
局
面
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
で
は
、
日
進
月

歩
で
変
革
が
お
き
て
お
り
、
半
年
も
す
れ
ば
、

言
葉
の
も
つ
意
味
合
い
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ	

Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
い
う
対

話
型
の
Ａ
Ｉ
が
世
界
中
の
人
々
の
話
題
を
さ
ら

い
、
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
認
識
を
大
き
く
変
え
た
こ

　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
は
、
２
０
１
７
年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
の

３
月
で
よ
う
や
く
３
期
生
を
輩
出
し
ま
し
た
、
大
変
若
い
学
部
で
す
。

創
設
前
の
準
備
段
階
で
、
そ
し
て
創
設
後
も
、
折
に
ふ
れ
歴
史
あ
る
経

済
学
部
、
そ
し
て
陵
水
会
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
よ
う
や
く

こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
改

め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

だ
い
て
お
り
、
実
際
に
修
論
も
そ
の
課
題
解
決

を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

○　
　

　
日
本
で
は
長
ら
く
、
自
社
内
の
業
務
経
験

の
中
で
経
験
や
知
識
を
蓄
え
て
い
き
、
自
分
の

「
実
力
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た

せ
い
か
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
対
し
て
積
極
的
な

人
の
割
合
が
諸
外
国
に
比
べ
て
非
常
に
少
な
い

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ー
ソ
ル
総

合
研
究
所
が
２
０
２
２
年
に
実
施
し
た
調
査
で

シ
ー
、
３
位
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

統
計
解
析
、
４
位
が
デ
ジ
タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
５
位
が
Ａ
Ｉ
・
機
械
学

習
）。
そ
も
そ
も
、
政
府
が
２
０
１
９

年
に
発
表
し
た
「
Ａ
Ｉ
総
合
戦
略
」
で

は
、「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

Ａ
Ｉ
」
の
基
礎
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

「
読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
」
で
あ
り
、

全
て
の
国
民
が
身
に
着
け
る
べ
き
も
の

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
流
れ
の
中
で
、

実
際
に
滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
科
博
士
前
期
課
程
（
い
わ
ゆ
る
修

士
課
程
で
定
員
は
40
人
）
に
も
、
毎
年

は
、
現
在
自
己
投
資
し
て
お

ら
ず
、
今
後
も
予
定
は
な
い

と
答
え
た
人
の
割
合
が
、
日

本
で
は
60
％
で
、
世
界
全
体

の
27
・
６
％
や
、
イ
ン
ド
、

ベ
ト
ナ
ム
の
10
％
と
比
べ
る

と
、
と
て
も
高
い
数
字
で

す
。（
日
経
新
聞
１
月
２
日

の
記
事
「『
学
ば
な
い
日
本

人
』
に
リ
ス
キ
リ
ン
グ
さ
せ

る
に
は
」
を
参
照
）。
政
府

は
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
励
む
側

（
社
会
人
）
や
そ
れ
を
後
押

し
す
る
側
（
所
属
会
社
）、

と
は
皆
様
の
ご
記
憶
に
も
新
し
い
こ
と
か
と
思

い
ま
す
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
分
野
の

大
枠
は
、
上
で
紹
介
し
た
と
お
り
で
す
が
、
そ

の
中
で
何
が
社
会
で
重
視
さ
れ
る
の
か
、
こ
れ

か
ら
も
大
き
く
変
わ
っ
て
ゆ
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
椎
名
洋
デ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
長
ご
寄
稿
】

社会人のリスキリング
1 位　語学　　2 位　IT リテラシー　
3 位　データーサイエンス・統計解析
4 位　デジタルマーケティング
5 位　AI・機械学習

そ
し
て
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
た
め
の
講
座
や
教
材

を
用
意
す
る
側
（
大
学
や
民
間
の
教
育
機
関
）

に
様
々
な
経
済
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
用
意

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
ど
の
程
度
の
効

果
を
も
た
ら
す
か
大
い
に
注
目
さ
れ
ま
す
。

○　
　

　
滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
は
日
本

で
最
初
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
看
板
を

掲
げ
た
学
部
で
す
が
、
そ
も
そ
も
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
学

問
分
野
も
、
そ
の
守
備
範
囲
を
明
確
に
定
め

価
値
の
想
像

　 

人
間
を
幸
せ
に
す
る
何
か
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
み
出
す
プ
ロ
セ
ス

　
そ
し
て
、
最
後
が
「
価
値
創
造
」
に
な
り
ま

す
。「
価
値
創
造
」
と
い
う
の
は
極
め
て
抽
象
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RYOSUI OSAKA Vol.35

陵水会企画委員 
陵水会大阪支部
幹事長 
北 本 和 志
（大25回）

100周年、次の未来へつなぐ！

自
分
磨
き
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ト
か

ら
学
ぶ
広
い
視
野
と
体
力
と
感
性
、

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
ー
を
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

陵水会館：国指定の登録有形文化財・昭和13年（1938）建
築の彦根高商の同窓会館・ヴォーリズ建築設計事務所設計

（陵水会OB・OGのサロンとして5万円以上寄付者の氏名
を掲示予定）

2023年11月4日（土） 彦根高商創立100周年記念式典開催

　
初
め
ま
し
て
。
滋
賀
大
発
の
国
際
交
流

サ
ー
ク
ル
Ｆ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
二
代
目
代
表
の
大
和
絢

子
で
す
。
Ｆ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
先
代
の
張
文
叡
か
ら

始
ま
り
、
今
年
の
春
に
設
立
３
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
今
回
は
そ
ん
な
Ｆ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
魅
力

を
皆
様
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国際交流サークル FLCC
 国際理解・国際教養のレベルアップ

　
Ｆ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
強
み
は
な

ん
と
い
っ
て
も
所
属
留
学

生
の
多
さ
で
す
。
総
勢

１
１
０
名
の
部
員
の
内
、

嬉
し
い
こ
と
に
約
半
数
を

留
学
生
が
占
め
て
い
ま

す
。
学
外
で
の
交
流
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
去
年

は
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
（
ミ
シ
ガ
ン

州
立
大
学
連
合
日
本
セ
ン

タ
ー
）
学
生
と
共
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
や	

Ｐ
ｏ
ｔ
ｌ
ｕ
ｃ
ｋ	

Ｐ

ａ
ｒ
ｔｙ
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
以
後
久
々

の
交
流
で
も
あ
り
、
部
員
の
中
に
は
交
流
会
が

き
っ
か
け
で
親
し
く
な
っ
た
留
学
生
と
帰
国
後

も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。

　
私
達
は
サ
ー
ク
ル
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
「
国
際

理
解
・
国
際
教
養
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
」
を
掲
げ

て
お
り
、
実
際
に
学
生
か
ら
、
留
学
生
と
関
わ

る
中
で
異
文
化
理
解
や
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た

と
い
う
嬉
し
い
報
告
を
い
た
だ
き
ま
す
。
私
達

の
活
動
が
彼
ら
の
学
び
に
貢
献
で
き
て
い
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
滋
賀
大
学
に
は
他
に
も
Ｇ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
国
際

交
流
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。活
動
歴
が
長
く
、

Ｆ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
先
輩
に
当
た
り
ま
す
。
同
じ
国
際

交
流
サ
ー
ク
ル
と
し
て
見
習
う
事
が
多
く
、
今

後
は
協
力
し
て
滋
賀
大
学
の
国
際
交
流
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、コ
ロ
ナ
禍
で
留
学
を
断
念
し
、悶
々

と
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
き
た
生
徒
も
少
な

く
な
い
と
思
い
ま
す
。
Ｆ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
そ
ん
な
彼

ら
の
夢
や
目
標
の
橋
渡
し
と
な
れ
る
よ
う
今
後

も
力
の
限
り
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様

に
も
Ｆ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
今
後
に
期
待
し
て
見
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

１．陵水会館がリニューアルオープン
・建学の精神（士魂商才）を学び、未来の
	「SHI － KON－ SHO－ SAI」を創造する
活動の拠点とする。
・データサイエンスの西日本全体の拠点として
ビッグデータ、AIを活用する産学連携の　推
進や若手スタートアップの支援の拠点に。	
・Next	Ryosui（大学生と若手OB・OGの陵
水会青年部）の活動拠点に。

２．DS を活用した新たなビジネスの創造とブランド力向上を展開中
・企業と産学連携により、企業課題の解決へ（日本のリーディングカンパニー200社と提携・起業家支援）
・昨年、日本経済新聞東京本社で、滋賀大学主催ビジネスサイエンスフォーラム開催
　（トーマス・H・ダベンポート氏、米国からディベートに参加）
・リカレント・リスキリングによるレベルアップを
　a.一年制大学院をスタート（社会人リカレント・リスキリングを応援します）
　b.ビジネスサイエンスMOOC	教材の提供へ（3万円以上の寄付者は受講料無料です）

３. 講座が令和 4 年 12 月にリリースされ、大人気です。次々とリリース予定。
・統計学（齋藤邦彦DS学部教授）　　
・ファイナンス（菊池建太郎経済学部准教授）
・マーケティング（岡本哲弥経済学部教授）
・昨年、彦根キャンパスで、１００周年記念「現代の経営」開講　
　小林文彦氏（伊藤忠商事・代表取締役副社長）と朝田照男氏（丸紅・名誉理事前会長）の２氏が経済学部
客員教授として講義

8 月・9 月・10 月に「大学主催の市民講座」を開講予定で準備中
　講師予定者　　（都合により講師予定者が変更の場合もあります）　　　　　　　　
・磯田道史氏（若手の人気実力ともに	No.1	の歴史家）
・国谷裕子氏（元クローズアップ現代のジャーナリスト、曾祖父・田附政次郎氏は近江商人、
		大手繊維会社日清紡・東洋紡の創設に関わる）
・パックン氏（苦学の末、ハーバード大学卒業・コメディアン・報道番組出演）

裏千家元家元 千	玄室 氏（1923 年生・満 100 歳）

滋賀大学・陵水会共同事業
記念講演会（大学講堂及び教室にて）
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本15 田中 捨男
本18 保木 照雄 辻本 勇
東3 澤田 清
本21 川邊 將且 宇治原 淑隆
本22 藤井 正一郎
工1機 藤田 修
大3 石川 章勝 辻 俊朗

大4
苅田 修 大野 禎明 高橋 哲
吉田 勇雄

大5
足立 和美 木村 静雄 倉橋 祐佶
西尾 三郎 西尾 滋 丹羽 茂夫
滋野 嘉彦 寺田 喜代彦 柳井 則雄

大6
天野 健一郎 川端 忠信 松田 政治
中山 尚男 冨岡 進 上川 惠一郎

大7 大橋 眞 酒井 準三 桜木 信一郎

大8
橋内 浩太郎 河原﨑 貞弘 松田 哲弥
松村 菶夫

大9
有馬 達郎 古川 忠夫 本田 英世
細井 専司 菊野 武定 中村 祐三
谷口 喬

大10
藤原 昌夫 石橋 新司 中川 英生
小柏 博美 奥野 義彦

大11
本田 貞彦 飯田 通敬 纐纈 謙三
井坂 文彦 河野 守道 西川 龍夫
戸下 悦収

大12
岩垣 利忠 黒田 國義 能勢 隆文
真田 啓志 佐藤 邦夫 潤田 久志

大13
坊 昭範 藤野 良誠 浜頭 秀昌
羽森 隆 川上 孝康

大14
荒島 康守 平井 早苗 平山 邦彦
大西 久一

大15
稲田 詔二 北川 淳也 河野 東作
森 喜和 清水 宏

大16

石田 峻一 河股 昭泰 前田 忠

松島
萬三
孝

大西 邦夫 佐伯 攻一

曽我 俊夫 田村 賀一 吉田 博全
油谷 邦治

大17 木川 英明 佐藤 和之
大18 水島 孝之 森重 馨

大19済
樫木 豊明 中野 正信 高屋 二郎
山田 督 岸野 善嗣

大19営
服部 一平 小山 孝男 森下 雅夫
西村 孝一 鈴木 敏夫

大20済 稲葉 健次 竹中 重夫 矢野 幹雄

大20営
長谷川 力雄 平井 廣忠 広部 静夫
下前 壽孝

大21済
秋道 達夫 荒木 精一 粟津 孝司
山田 理 村山 正博

大21営
東良 徳一 松居 義治 入路 貞雄
寺島 康雄

大22済
森 仁士 中本 秀樹 中村 幸文
佐藤 行伸 高橋 亮

大22営
原 幹夫 松村 二郎 大崎 哲嗣
寺村 聖一 若園 清和

大23済 松田 孝造 峯森 章

大23営
出口 裕康 榎原 德行 森 重道
辻仲 弘明

大24済 黒田 康久
大24営 出口 義祐 伊部 己代二 谷村 寛一

大25営
北本 和志 西尾 武記 山地 守
岡本 善英

大25管 井本 宗宏 吉本 隆弘 南 和宏
大26済 飯田 昌清 村上 茂人

2023年3月末現在、大阪支部納付者
大阪府在住の会員（他支部を指定された会員は除く）と大阪支部と指定された会員

大26営 三原 正晴 安枝 芳彦 吉田 雅昭
大27済 荒谷 和秀 池内 稔 香川 義弘
大27済 河村 康生 小林 岳文 野田村 栄一

大27営
橋本 直志 今井 健一 小林 薫
小泉 敏 森 茂則 崎山 良行
吉谷 光雄 嶋田 一仁

大28済
板谷 俊英 上林 順治 北村 純一
森 貞雄 大橋 好孝 佐々木 正行
佐藤 正己

大28営 池下 雅之 坂田 周平 嶋仲 直隆
大28管 下村 雅一
大29済 太田 昌伸
大29営 安積 昌志 桑野 卓 松田 好史
大30済 五百森 幹雄 鈴木 秀利

大30営
阿部 公一 岡野 幸男 横山 文明
天川 富美男

大30管 上田 裕司
大30会 井上 一彦 吉田 宙史
大31済 森田 雅和 塚田 直明
大31営 川原 廣治 前川 佳嗣
大31管 曽根 成和
大32済 堀田 浩實 武久 和義
大32営 周藤 誠 片桐 仁
大33済 榊原 明彦
大33営 嶋 孝浩 鷹野 大郎
大34済 白子 清士
大34営 井上 洋光 安野 信之
大35管 清水 智志
大35会 黒田 士朗
大36管 家森 善章
大37済 下村 宏 猪原 理生
大37営 片岡 滋
大37管 片岡 基宏
大38管 松澤 英樹
大41会 田中 祥敬
大42済 辻 雅之
大42営 辻 ユミ

短4 石田 勇 小村 徳蔵
短11 横山 光治
短13 図子 弘
短18 西岡 幸一

短24経 吉村 尚夫
院2営 須田 邦雄
大43済 岡本 晶子 森井 征五
大45済 前川 眞起代
大47フ 植松 英明
大47社シ 木曽 香織
大48企 辻 圭市
大48会情 外村 孝行
大51済 永井 勝 眞弓 友一
大51情管 増田 明広
大52済 寺田 喬之 福山 雄志
大52フ 茶木 昭洋
院31営 末吉 伸吏
大57済 吉田 麻里
大58企 林 紗陽
大63済 吉川 茉由
大63企 宮田 光輔
大64会情 杉村 英幹
大65情管 藤本 晃太朗
大67企 佐伯 直哉
院45リ 中井 誠

納付額順、納付額100万円以上の支部	
支部目標額は、支部人数×20％×3万円	
＊納付額の支部の振分けは、本人の指定。	指定のない場合は住所地の支部に振分け。	
　所在地の支部例	 	
　＜大阪支部＞大阪府・奈良県、＜京都支部＞京都府、＜兵庫支部＞兵庫県、＜その他＞和歌山県

　彦根高商創立百周年記念事業推進
協賛募金にご協力をいただきありが
とうございます。
　お陰様で、2023年3月末現在、1650名
の方から64,051,499円（内大阪支部会
員253名の方から9,643,380円）の個
人募金が寄せられています。早々に
ご寄付いただいた皆様に、心から感
謝申し上げます。
　募金期間後半に入り、何とかより
多くの皆様のご協力を得て、個人募
金目標額100,000,000円（内大阪
支部目標額17,000,000円、必達額
13,000,000円以上）は、達成した
いと思います。
		ご承知の通り、母校は少子化の流れ
の中、存続をかけ、2017年に彦根キャ
ンパス内に日本で初めて統計学を教
育・研究の核とするデータサイエン
ス学部を新設し、さらにデータサイエ
ンスを活用した経済学部強化の為「ビ
ジネスサイエンス」の展開と普及を

進める等の改革を推進中です。これ
を支援する事を主目的として、今回
の募金が計画されており、何として
も目標額を達成する必要があります。
　母校の次なる100年の為に、是非
皆様のご支援をお願いします。
		まだ、募金に応募されていない方
は、母校存続の為の募金について是
非ご検討下さい。既に、募金協力い
ただいている方は、誠に恐縮ですが、
追加募金をご検討いただけると幸い
です。	個人で合計3万円以上募金い
ただいた方には、現在制作中の百年
史(非売品)が贈呈される予定です。
また、合計5万円以上募金いただい
た方は、陵水会館内の銘板に寄付者
名が掲示されます。
　ご寄付いただける方は、後日陵水
会本部より郵送されます振込用紙を
ご利用下さい。より多くの皆様のご
協力を願っています。

＜募金概要＞	（詳細は、陵水会から配布の募金趣意書をご覧下さい。）
１．募金受皿：公益財団法人陵水学術後援会
２．募金期間：2021年7月～2024年6月
３．募金目標：総額2億円　（個人寄付：1億円、法人寄付：1億円）
４．個人寄付：1口3万円以上として、1口分1万円×3回分割納付可
５．その他　
　　①寄付金額が、税務上の所得控除対象となります。　　　　　　
　　②寄付者に陵水100年史贈呈（予定）
　　　	（1口3万円以上、分割納付3万円以上）
　　③謝礼品贈呈	 1万円：ポストカードセット
	 3万円：スポーツタオル
	 5万円：オリジナルバッグ
　　④5万円以上の寄付者名を、陵水会館内に銘板掲示
　　⑤振替用紙には、大阪支部とご記入下さい。

支部 目標額 支部人数 納付額 目標達成率 納付人数

東京 12,300,000 2,050 13,062,500 106.2 302

大阪
17,000,000

（必達額） 2,845 9,643,380 56.7 253
13,000,000

名古屋 18,500,000 3,089 8,025,000 43.4 201

岐阜 10,200,000 1,698 6,393,000 62.7 225

京都 14,800,000 2,469 5,282,600 35.7 126

兵庫 10,700,000 1,777 3,985,000 37.2 80

彦根・湖東 10,400,000 1,735 3,355,000 32.3 94

大津・湖南 11,800,000 1,972 3,218,629 27.3 110

福井 3,200,000 532 2,915,000 91.1 28

三重 3,800,000 639 2,203,500 58.0 44

タイ国 その他に含む その他に含む 1,210,000 その他に含む 8

その他 21,500,000 2,624 4,757,890 27.8 179

（割当額） （134,200,000） 　 　 　 　
　 円 人 円 　 人

合計 100,000,000 21,430 64,051,499 64.1 1,650

彦根高商創立百周年
記念事業	
推進協賛募金	
個人募金のお礼と
お願い

SHI ‐ KON ‐ SHOU ‐ SAI　士　魂　商　才

支部別納付状況（2023年3月末現在）
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本18 辻本　勇
本24 田中　宏
大4 高橋　哲 吉田　勇雄
大5 早瀬　研 寺田　喜代彦

丹羽　茂夫 近藤　隆弘
纐纈（井上）謙三 柳井　則雄
髙島　晧二

大6 川端　忠信 上川　恵一郎
中山　尚男 山内　弘之
友繁　哲也 冨岡　進

大7 武田　邦夫 桜木　信一郎
大8 河原﨑　貞弘 赤田　堅

橋内　浩太郎
大9 吉本　哲明 細井　専司

有馬　達郎 興津　成實　◎
大10 中川　英生 大槻　𠮷成
大11 肥田　興一 河野　守道

戸下　悦収 上田　弘道
山田　順啓 西川　龍夫
本田　貞彦 福田　忠博
井坂　文彦

大12 真田　啓志 野村　治
佐藤　邦夫 黒田　國義
岩垣　利忠　◎ 織田　和久
潤田　久志

大13 酒井　基行 河原　正明
羽森　隆 林　紀年

大14 荒島　康守 平山　邦彦
大西　久一

大15 清水　宏 別役　重孝
河野　東作 大南　明博
森　喜和

大16 大西　邦夫 松島　萬三孝

佐伯　攻一 重田　義男
吉田　博全 油谷　邦治

大17 松岡　正親
大18 水島　孝之 山中　邦泰

小野　晶生
大19 西村　孝一　◎ 大菅　治

鈴木　敏夫　◎ 小林　幸一
駒井　久夫 小川　広雄
森下　雅夫 下村　倫生
樫木　豊明 小山　孝男
山田　督　　◎

大20 儀間　清孝 下前　壽孝
北川　清和 坂東　正義
森脇　幸夫 平井　廣忠
矢野　幹雄 内山　保生
長谷川　力雄 藤原　信治

大21 秋道　達夫 松井　章
寺島　康雄　◎ 杉野　向由
福岡　守 荒木　精一
松居　義治 高田　治
川嶋　正隆 林　匠

大22 松村　二郎　◎ 山中　太一
佐藤　行伸 原　幹夫
高橋　亮 井村　拓真
森　仁士 大崎　哲嗣
若園　清和 山本　茂文
中本　秀樹 寺村　聖一
中村　幸文

大23 峯森　章 笹山　明彦
松田　孝造 吉田　武
出口　裕康 辻中　弘明
辻岡　榮一 榎原　徳行

大24 伊部　己代二 阪野　祐一

大山　明 出口　義祐
黒田　康久

大25 岡本　善英 岡村　祥司
木村　守 吉本　隆弘

大25 西尾　武記 増田　武利
今　義嗣 北本　和志
南　和宏 西方　教泰

大26 飯田　昌清 村上　茂人
三原　正晴 前田　充康
別府　忠司 鈴木　栄二

大27 香川　義弘 大岡　圭裕
小林　薫 嶋田　一仁
今井　健一 辻　幸男
荒谷　和秀 北田　浩二
吉谷　光雄 池内　稔
野田村　栄一 谷岡　泰彦

大28 森　貞雄 上林　順治
川添　伸一郎 藤井　俊也
嶋仲　直隆 田島　一郎
福永　直人 岡本　勝彦
加藤　清貴 池下　雅之
西村　育三

大29 太田　昌伸 西森　和善
飛田　篤 松田　好史
夏原　彰 桑野　卓
青山　扶 松田　好史

大30 目堅　浩久 松浦　宏司
井上　一彦 片田　政治
寺岡　孝憲 真銅　勝
天川　富美男 久保　和博
京　里美 阿部　公一
上田　裕司

大31 前川　佳嗣 川原　廣治

大32 武久　和義 山本　克彦
大33 嶋　孝浩 鷹野　大郎

榊原　明彦
大34 安野　信之 井上　洋光

潮　比呂志
大35 能登　英彦
大36 家森　善章
大37 藤田　敬治 片岡　基宏

足立　哲也
大40 近山　明紀　 小林　弘樹
大41 塩谷　昌史
大42 前田　敬暢
大43 藤木　正和 中井　学

中田　国光 藤永　和幸
森井　征五 出口　雅基

大46 池田　栄司 市田　一誠
大47 近石　洋一
大48 辻　圭市
大52 織川　友昭
大54 谷脇　将人
大58 林　紗陽 木村　建太
大63 宮田　光輔 香山　真有美
大65 甲佐　陸空人
大67 山田　雅之
大70 張　文叡 三原　滉平
短4 石田　勇
短11 横山　光治
短17 衣目　修三
院36 藤岡　秀明

収　支　計　算　書 貸　借　対　照　表
自　令和 4 年　4 月 1 日　　至　令和 5 年　3 月 31 日 令和 5 年　3 月 31 日現在

科　　　目 内　　　容 金　　　額　 科　　　　目 内　　　　容 金　　　　額

【収入の部】 【資産の部】
（1）会費収入 　現金 　手元現金 130,393
　支部会費収入 　222 名 729,000 　ゆうちょ銀行 　振替口座 2,706,103
　総会会費収入 828,000 3,312,355
小計　 1,557,000 795,000 　資産の部合計 2,837,042

（2）雑収入
　広告収入 　広告掲載料 15,000 【負債の部】
　交付金収入 　本部交付金 161,500 363,170
小計　 276,500 273,100 　負債の部合計 0

1,068,100 
　収入合計 1,833,500 【正味財産の部】 2,949,185

　前期繰越収支差額 2,949,185
【支出の部】
　総会費 　支部総会 1,080,066 　当期収支差額 ▲ 112143
　広報費 　会報陵水おおさか 363,000
　事務費 　事務経費消耗品 50,000 　　正味財産の部合計 2,837,042
　印刷費 　会費振込総会案内 331,624
　会議費 10,000
　旅費交通費 12,000 1,078,540
　通信費 　振込料 19,554
　支払手数料 　郵便振替手数料 44,417 △ 10,440
　寄付金 　他支部総会お祝い 20,000
　雑費 14,982 2,959,625

　支出合計 1,945,643 2,949,185

　当期収支差額 ▲ 112,143

　前期繰越収支差額 2,949,185
　次期繰越収支差額 （正味財産） 2,837,042

円 円

上記の通りご報告いたします。
令和 5 年４月 30 日

令和 5 年４月 20 日

支部長	 鈴木	敏夫	
会計幹事	 杉野	向由	
　　同	 嶋仲	直隆	

監査幹事　岡本	善英
　	同　　		中井		学

監査報告書
私達は、陵水会大阪支部の決算（自令和 4 年 4 月 1 日至令和 5 年 3 月 31 日）に関して監査
を実施しました。帳簿、証憑書類、決算報告書類について監査の結果、会計処理ならびに決算
報告書を妥当なものと認めます。

陵水会大阪支部令和４年度「決算報告」

令和４年度 陵水会大阪支部 会費納入者一覧 （令和5年３月31日現在）

令和5年3月31日現在	
納入いただいた人数	 222名
◎：大口賛助会員（1万円以上）

令和４年度陵水会大阪支部 会費納入についてのお願い
皆様のご支援のおかげで陵水会大阪支部が維持・運営できております。
ありがたく御礼申し上げます。本年度につきましても、よろしくお願い申し上げます。
別添の郵便振替用紙をご活用ください。支部会費は1口年3,000円（以上）のお願い
となっております。必ず、卒業年度もしくは卒業回と芳名を記載してください。

郵便振替口座記号番号　００９６０－０－１４８９９２
加　　入　　者　　名　陵水会大阪支部

平成30年度 納入 303名／登録1,920名 15.78％ 1,020,568円 平均3,368円
令和元年度 納入 305名／登録2,010名 15.17％ 1,013,000円 平均3,321円
令和２年度  納入 228名／登録2,040名  11.18％ 797,000円 平均3,496円
令和３年度  納入 236名／登録2,029名  11.24％ 795,000円 平均3,368円
令和４年度 納入 222名／登録1,990名 11.16％ 729,000円 平均3,284円

年度別支部会費  収入状況         （令和5年3月31日現在）◎：大口納入会員ご芳名（金額 1 万円以上）       （敬称	略）
大12岩垣利忠／大15棚橋猛／大19 西村孝一／大19山田督／
大21寺島康雄／大24徳山均／大30 上田裕司 ／短5戸島利夫／
大9 興津成實／  大12 岩垣利忠／  大15 棚橋猛／  大18 海田周治    ／
大19 鈴木敏夫  ／大19 西村孝一／  大19 山田督  ／大21 寺島康雄    ／
大27 小林岳文  ／大27 橋本直志
大12岩垣利忠／大15棚橋猛／大18／海田周治／大1鈴木敏夫／
大19西村孝一／大19山田督／大21寺島康雄／大22湯川泰孝／
大22寺島康雄／大22松村二郎／大37下村宏／大47髙阪眞一郎／
大61岡部啓明／短5戸島利夫     
大9興津成實／大12岩垣利忠／大15棚橋猛／大19鈴木敏夫／
大19西村孝一／大19山田督／大21寺島康雄／大22松村二郎／
大28坂田周平／大40小林弘樹
大9興津成實／大12岩垣利忠 ／大15棚橋猛／大19鈴木敏夫／ 
大19西村孝一／大19山田督／大 21寺島康雄／大 22 松村二郎／  

（敬称略）

平成 30 年度

令 和 元 年 度

令 和２年 度

令 和３年 度

令 和４年 度

上記皆様より多額のご厚志を頂いております。ご芳名を報告し厚く御礼申し上げます。
陵水会大阪支部 役員一同
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小
職
は
、
２
０
２
０
年

秋
学
期
に
続
き
、
２
回
目

の
講
師
を
勤
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　
前
回
同
様
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

で
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を

招
き
、
15
コ
マ
の
講
義
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
東
京
支
部	

大

28
回	
上
田
裕
彦
様
、
大

33
回	

清
塚
徳
様
と
２
名

の
陵
水
会
メ
ン
バ
ー
と
他

９
名
の
小
職
友
人
達
計
11

名
に
講
義
参
加
頂
き
ま
し

た
。
前
回
は
全
員
が
男
性

ス
ピ
ー
カ
ー
で
し
た
が
、

今
年
は
女
性
２
名
の
素
晴

ら
し
い
ス
ピ
ー
カ
ー
を
カ

積
ん
だ
後
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
講
義

に
戻
っ
て
来
て
く
れ
る
様	

伝
え
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
度
秋
学
期
の
４
名
の
講
師
方
々

と
も
協
力
し
な
が
ら
、
今
後
も
本
英
語
講
義
を

継
続
す
る
事
を
大
学
側
に
約
束
し
、
２
０
２
３

年
度
か
ら
は
経
済
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
の

専
攻
専
門
科
目
（
英
語
）　
科
目
名
：
Ａｐ
ｐ

ｌ
ｉ
ｅ
ｄ	

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ	

Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ
ｓ　
副
科
目
名
：
Ｇ
ｌ
ｏ

ｂ
ａ
ｌ	

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ　
と
成
る
予
定

で
す
。

　
２
０
２
３
年
度
秋
学
期
は
小
職
が
再
び
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
で
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
き
講
義
を
行

い
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
は
47
歳
～
87
歳
の
シ
ニ
ア
メ
ン
バ
ー
で
し

た
が
、
２
０
２
３
年
度
は
経
済
学
部	

宮
西
先

生
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
、
20
歳
代
・
30

歳
代
の
陵
水
会
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
共	

全
国
陵
水
会
メ
ン
バ
ー
皆
様
の
サ

ポ
ー
ト
と
ご
理
解
を
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

大
27
回
　
荒
谷
和
秀

2022年度秋学期	Global	Business	
英語講義を終えて			

大学の現状と取り組み

■百 渦 繚 乱 滋大祭２０２２

　
令
和
５
年
３
月
15
日
、

陵
水
会
大
阪
支
部
の
役
員

会
に
て
、「
滋
賀
大
学
の

改
革
の
状
況
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
副
学
長
の
小

倉
明
浩
氏（
大
学
31
回
）

に
懇
談
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。

　
滋
賀
大
学
は
、
教
員

１
人
に
対
す
る
学
生
数

が
16
・
３
人
で
あ
り
、

国
立
大
学
の
平
均
８
・

９
人
を
大
き
く
上
回
っ

て
、
国
立
大
学
の
中
で

ワ
ー
ス
ト
４
位
で
あ
る

等
の
現
状
と
「
社
会
」

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
存
在
意
義
を
再
確
立
す
る

改
革
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
教
育
体
制
の
再
構

築
・
人
事
給
与
制
度
改
革
・
外
部
資
金
の
獲
得

が
重
要
課
題
で
あ
る
と
の
説
明
を
し
て
い
た
だ

け
ま
し
た
。（
Ｍ
）

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
招
く
事
が
叶
い
ま
し
た
。

　
38
名	

履
修
生
の
内
、
６
名
が
留
学
生
（
マ

レ
ー
シ
ア
３
名
、
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ト
ナ
ム
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
各
１
名
）
で
し
た
。
38
名
の
中	

女

性
は
13
名
、
38
名	

皆
が	

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
に
活

躍
す
る
事
を
期
待
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
社
会
経
験

　
令
和
４
年
10
月
29
日
、30
日
に
、

第
56
回
滋
大
祭
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
お
化
け
屋
敷
が
印
象
的
で
し
た

（
撮
影
禁
止
で
し
た
）。
模
擬
店
で

は
、
個
人
で
餃
子
を
売
っ
て
い
た

玉
川
氏
が
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
仮
装
で
は
、
段
ボ
ー
ル
？
を

着
た
「
ち
い
か
わ
」
に
は
、
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
文
芸
サ
ー
ク
ル
の

「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
の
文
集
を
購

入
し
ま
し
た
。

　
帰
り
の
正
門
前
に
は
、
ハ
リ
ー

ポ
ッ
タ
ー
が
お
ら
れ
ま
し
た
よ
。

（
Ｍ
）

　
２
０
２
２
年
11
月
25
日（
金
）	

午
後	

帝
国
ホ

テ
ル
大
阪
に
て
Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｈ（
ポ
ー
ラ
ン
ド
投
資・

貿
易
庁
）
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
と
滋
賀
大
学
が

共
催
。
80
名
以
上
の
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
公
代
表
の
在
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
使
・
近
畿
経

済
局
長
の
ご
挨
拶
で
セ
ミ
ナ
ー
は
開
始
。

　
産
代
表
の
㈱
神
戸
物
産
（
業
務
ス
ー
パ
ー
）

か
ら
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
輸
入
、
ダ
イ
キ
ン

工
業
㈱
か
ら
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
投
資
の
メ
リ
ッ
ト

の
詳
細
が
説
明
さ
れ
、
内
容
の
濃
い
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。

　
最
後
に
学
代
表
で
滋
賀
大
学
須
齋
正
幸
副
学

長
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
教
育
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

示
し
て
頂
き
、
セ
ミ
ナ
ー
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
産
の
立
場
か
ら
機
会
有
れ
ば
産
学
公

連
携
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き

続
き
陵
水
会
メ
ン
バ
ー
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
大
27
回
　
荒
谷
和
秀
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー 

  

２
０
２
２ 

ｉ
ｎ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ



7

RYOSUI OSAKA Vol.35

　
２
０
２
２
年
８
月
２
７
日
（
土
）

滋
賀
大
学
の
講
堂
に
て
、
１
０
８
名

の
出
席
の
下
、
ヨ
ッ
ト
部
の
創
部

ヨット部創部７０周年記念行事、開催

「非認知能力を伸ばすには、主体的な学び・対話的な学び・深い学
びが必要で、それには、遊ぶこと（体も動かすこと）が大切」との
中野経済学部長の講演。

陵水おおさか Vol. ３６からの広告価格

名 刺 広 告 一枠 １万円
最終面の広告 一枠 1 万５千円

広告掲載をご希望の場合は、お気軽に、事務局もし
くは新聞編集委員までお申し込みください。

エ
ー
ル
創
始
者
で
あ
る
第
１
７
代
滋
野
先
輩
に

よ
る
素
晴
ら
し
い
エ
ー
ル
が
披
露
さ
れ
、
参
加

者
一
同
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　
　
　
◇

　
第
二
部
で
は
、
ヨ
ッ
ト
部
１
０
０
年
に
向
け

た
議
論
を
行
い
ま
し
た
。「
必
勝
の
信
念
」
を

精
神
的
支
柱
と
し
て
全
国
の
強
豪
校
と
し
て
、

イ
ン
カ
レ
準
優
勝
を
何
度
も
経
験
し
た
滋
賀
大

学
ヨ
ッ
ト
部
も
、
部
員
が
減
少
し
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
１
７
名

の
新
入
生
入
部
が
あ
る
な
ど
活
気
が
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
今
年
の
現
役
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、「
常

に
考
え
る
」
で
是
非
イ
ン
カ
レ
本
選
出
場
を
果

た
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

（
大
33
回
　
嶋
　
孝
浩
）

　
２
０
２
２
年
９
月
12
日
、
滋
賀
大
学	

講
堂

で
公
演
さ
れ
ま
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌
姫	

ナ

タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
さ
ん
（
Ｍ
ｓ
．
Ｎ
ａ
ｔ
ａ

ｌ
ｉｙ
ａ	

Ｇ
ｕ
ｄ
ｚ

ｉ
ｙ
）
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

を
鑑
賞
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

日
本
47
都
道
府

県
を
巡
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

で
、
前
日
の
９
月
11
日
は
大
阪
府
茨
木
市
で
行

わ
れ
、
滋
賀
県
は
母
校
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
生
協
に
勤
務
さ

れ
て
い
た
藤
井
絢
子
さ
ん
が
代
表
を
務
め
れ
て

い
る
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

滋
賀
県
の
開
催
を
母
校
講
堂
に
決
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
60
本
以
上
の
弦
を
も
つ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
楽

器
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
（
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
ｕ
ｌ
ａ
）
を
弾

き
な
が
ら
、
計
10
曲
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
・
日
本

語
の
歌
を
講
堂
で
歌
う
Ｎ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｉｙ
ａ
さ

ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
さ
ん

コ
ン
サ
ー
ト
観
賞

ん
に
感
動
致
し
ま
し
た
。

　
彼
女
は
６
歳
の
時
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

近
郊
の
町
で
被
爆
し
た
そ
う
で
す
。
１
９
８
６

年
４
月
26
日
の
翌
日
、
町
の
住
民
全
員
に
「
何

も
持
た
ず
一
日
だ
け
町
を
離
れ
ろ
」
と
の
指
示

を
受
け
、
結
局
住
民
全
員
は
二
度
と
町
に
戻
る

事
は
無
か
っ
た

そ
う
で
す
。

　

当
時
小
職

も
西
ド
イ
ツ
・

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に

駐
在
中
。
ソ
連

か
ら
原
発
事
故

の
発
表
が
有
っ

た
の
が
事
故
か
ら
６
日
経
過
し
た
５
月
２
日
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
野
菜
・
肉
・
牛
乳

と
次
々
に
食
料
品
が
無
く
な
り
、
次
男
を
身

籠
っ
て
い
た
家
内
は
体
重
が
減
り
出
し
、
急
遽

帰
国
し
無
事
彦
根
で
出
産
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
47
か
所
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

の
祈
り
が
通
じ
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

が
こ
の
新
聞
が
発
刊
さ
れ
る
頃
に
は
終
結
し
て

い
る
様
、
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
大
27
回
　
荒
谷
和
秀
）

　現在、陵水100年史は編纂中とのことですが、非売
品となっております。このため１００周年募金を一口
３万円以上（合計３万円以上）を寄付していただければ
入手が可能になるものと思われます。陵水会本部が発行
部数を確定するためにも、早めの寄付・年内の寄付をお
願い申し上げます。（M）

滋賀大学陵水100年史

社
会
展
望
と
課
題
」
と
題
し
ク
ラ
ブ
活
動
自
体

は
人
間
形
成
に
欠
か
せ
な
い
活
動
と
講
演
頂
き

ま
し
た
。
第
一
部
の
最
後
に
は
、
ヨ
ッ
ト
部
の

７
０
周
年
記
念
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
◇

　
第
一
部
で
記
念
式
典
を
行

い
竹
村
学
長
に
よ
る
ヨ
ッ
ト

部
へ
の
エ
ー
ル
で
は
「
シ
ョ

パ
ン
の
幻
想
即
興
曲
」
を
ピ

ア
ノ
演
奏
し
て
頂
き
、
中
野

経
済
学
部
長
か
ら
「
今
後
の

広告募集 / 価格改定のお知らせ
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第57回コンペ 令和4年１０月２６日（水）　

　当日は、参加者21名で絶好の快晴に恵まれて、秋のゴルフコンペを交野市の交
野ゴルフ倶楽部で開催できました。
　優勝は、松村二郎氏（大22）、準優勝は、目堅浩久氏（大30）、３位は、山中邦
泰氏（大18）でした。当日は交野ゴルフ倶楽部の選手権開催の関係でグリーンスピー
ドが速く、アップダウンのあるグリーン上で全員てこずっておられました。後半は
進行が遅くなり、ハーフに２時間半近く要していました。全員無事離脱者もなく、
寒さも朝だけで、楽しくプレーできました。
　次回も大阪府下のゴルフ場で来春に開催予定です。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　大阪支部陵水会ゴルフ　幹事　寺村聖一（大22）

松田好史
（昭和56年）

奈良の薬草×オーガニックコーヒー豆

『YAMATO HERB COFFEE』 
◆根は漢方、葉は栄養の「大和当帰葉」使用
◆風味豊かで、後味スッキリ
◆TV、新聞でも話題、人気上昇中！

⇒是非一度お試しください。
（詳細は下のQRコードを読み取り、通販サイトへ）

〒556-0011  大阪市浪速区難波中2丁目10番70号

（昭和55年）

彦根キャンパス
ツアートライアルに
参加しての雑感

大26回　三原正晴

　令和4年11月８日（金）当日
は15名程の卒業生に現役学生
が一人ガイド役として構内や教
室等を案内してくれ、当時の建
物は陵水会館と講堂が残ってい
るだけですが、懐かしさととも
に卒業後約４５年に大きく変貌
した母校を感じることができま

天寧寺の五百羅漢の前で、住職さんからお話を聞くと、心が研ぎ澄まされます。天寧寺が BS 時代劇
「雲霧仁左衛門」の舞台になった時の主演：中井貴一氏の出演者とスタッフへの心づかいのお話や「桜
田門外の変」の時の井伊直弼の遺品の座布団等が保存されている等々のお話をしていただけました。

キャンパスツアー前に訪れた天寧寺（彦根市里根町）の
五百羅漢の前での記念撮影

　M-lグランプリの決勝戦（2022年12月18日・朝日放送）で、
「男性ブランコ」の平井勝晶氏（向かって右・大学58回）は、
巨大な音符を運んだそうだ。テレビを観ていなかったので、
どのように運んだかは知らないですが、4位に。「男性ブラ
ンコ」の単独ライブチケットは入手が難しいので、2023年
4月6日、よしもと祇園花月に、男性ブランコと吉本新喜劇
を観に行きました。そこ（焼肉屋）では、但馬牛の肉を平井
氏は運んでいた。平井氏はつまづいて、牛肉を皿ごと落とし
そうになったが、なんとかとどまった。お客さん役の浦井
氏（向かって左）もハラハラした。客席の僕もハラハラした。
ハラハラハラミというメニューだそうだ。別の座敷に、来店
したてのお客さんから呼ばれて向かう時にも、平井氏はつま
づいた。みんな、ヒヤヒヤ。僕もヒヤヒヤ。平井氏は、何を
運んで、別の座敷に向かったのでしょうか。ライブ会場でご
確認いただければと思います。（M）

男性ブランコ
　　　　　　　　　 M- １グランプリ 4 位

した。印象にのこっているのは、①講堂（国の登録有形文化財）耐震改修工事やお化粧直し
も終了し当時と変わらぬ姿で我々を迎えてくれました。入学式や卒業式しか出入りしたこと
がなかったのですが、内部も当時のまま（すり減った階段も）。入学式後の各クラブの新人
勧誘のあの大混雑が何十年振りかに甦ってきました。②食堂（生協）場所も変わり彦根城が
見えるカフェテラスもあり、まるでどこかの私立大学の様。メニューも豊富。学生達が勉強
していた。③部室当時とは雲泥の差の２F建。部室（自動車部）で仲間とだべっていたのが
つい昨日のように思い出された。④学生我々の時代とは違い清楚な感じで、あちこちの教室
で授業でもないのにパソ
コンを開いて勉強してい
るのが散見され時代を感
じる。⑤バス停なんと構
内（西門）に大学直通の
バス停が設置されていた
のにはビックリ。等々ま
だまだありますが本格運
営となれば皆様も参加さ
れれば青春時代に戻れる
こと間違いなしです。
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大
阪
か
ら
滋
賀
大
学
に
通
っ
て
い
た
頃
は
、

授
業
や
会
議
で
遅
く
な
る
と
毎
回
陵
水
会
館
に

泊
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
顧
問
を
し
て
い
た
関
係
で
、
Ｅ
Ｓ

Ｓ
の
教
え
子
同
士
が
結
婚
す
る
と
い
う
思
い

が
け
な
い
喜
び
も
あ
り
、
結
婚
式
に
招
か
れ

た
り
、
現
在
で
も
教
え
子
た
ち
と
は
年
に
一
度

は
会
っ
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
く
計
画
を
し
た

り
、
食
事
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
遠

方
の
教
え
子
の
一
人
が
淡
路
島
で
市
役
所
に

勤
め
て
お
り
、
嬉
し
い
こ
と
に
、
教
え
る
先
々

に
、
広
島
、
京
都
と
遊
び
に
き
て
く
れ
る
。
近

「
こ
れ
か
ら
も
教
員
と
し
て
学
生
を

教
え
て
い
こ
う
」と
い
う
活
力
を
醸
成

わ
た
く
し
の
原
点
で
あ
る
滋
賀
大
学

元
滋
賀
大
学
教
員
　
秦
由
美
子

隣
で
は
、
滋
賀
県
水
口
町
の
社
会
人
学
生
で

あ
っ
た
教
え
子
の
ご
夫
婦
と
卒
業
以
来
ず
っ
と

交
流
を
続
け
て
い
る
。
自
然
農
法
で
町
興
し

を
し
な
が
ら
、
地
域
の
老
人
を
支
え
、
日
々
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
姿
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ

る
。
ま
た
、
年
に
何
度
も
自
然
の
恵
み
を
い
た

だ
く
と
共
に
、
自
然
と
の
共
生
の
重
要
さ
を
教

え
て
も
ら
っ
た
。

　
こ
う
い
っ
た
教
え
子
と
の
交
流
が
、
い
つ
も

わ
た
く
し
に
、「
こ
れ
か
ら
も
教
員
と
し
て
学
生

を
教
え
て
い
こ
う
」、
と
い
う
新
た
な
活
力
を
醸

成
し
て
く
れ
る
の
だ
。

　
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
け
ば
、
大
学
全
体
の
同
窓

生
交
流
会
を
開
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
是
非
参

加
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
に
と
っ
て

滋
賀
大
学
は
教
員
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
り
、

そ
の
後
大
阪
大
学
、
広
島
大
学
、
現
在
は
同
志

社
女
子
大
学
・
英
語
英
文
学
科
教
授
・
研
究

科
長
と
し
て
学
生
や
大
学
院
生
を
教
え
て
い
る

が
、
わ
た
く
し
の
原
点
で
あ
る
滋
賀
大
学
の
思

い
出
が
一
番
懐
か
し
く
、
学
生
に
対
し
て
も
最

　
令
和
５
年
４
月
８
日
、
井
伊
家
菩
提

寺
で
も
あ
る
清
凉
寺
に
、
26
回
～
32
回

23
人
が
参
集
し
、
先
生
の
墓
参
り
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
１
９
７
０
年
代
初
頭
、
滋
賀
大
学
教

官
と
し
て
着
任
、
当
時
か
ら
剣
道
部
の

指
導
に
あ
た
ら
れ
、
現
役
時
代
は
剣
道

部
部
長
、
退
官
後
は
師
範
と
し
て
、
剣

道
部
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

優
し
く
も
、
学
者
と
思
え
な
い
厳
し
い

指
導
に
よ
り
数
回
に
わ
た
る
全
日
本
出

場
、
公
私
に
わ
た
る
学
生
指
導
で
あ
り

ま
し
た
。
薫
陶
を
受
け
た
剣
士
が
、
県

下
は
勿
論
全
国
で
今
も
稽
古
に
励
ん
で

清水哲雄先生

墓参り

元学部長･剣道教士七段
令和元年12月ご逝去

い
ま
す
。
来
年
は
33
回
以
降
の
Ｏ
Ｂ
に
も
声
を
か

け
る
予
定
で
す
。
花
見
を
し
な
が
ら
爽
や
か
な
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
大
32
回
　
川
崎
大
治

は
じ
め
に

　
２
０
２
２
年
４
月
に
初
め
て
転
職
し
、
㈱

パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
へ
入
社
し
た
。
弊
社
は

テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
、
ｄ
ｏ
ｄ
ａ
な
ど
の
ブ
ラ
ン

ド
を
有
し
た
パ
ー
ソ
ル
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
の
１

社
で
あ
り
、
人
と
組
織
に
関
わ
る
調
査
・
研
究

を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
し
て
い
る
。

リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
陵
水
会

大
59
回
　
松
村
龍
之
介

陵
水
会
で
は
、
周
囲
の
人
を
積
極
的
に
学
び
に

関
与
さ
せ
て
い
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
機
能
が
大
い
に
期
待
出
来
る
と
考
え
て
い

る
。
既
に
業
界
別
の
部
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
る
と
聞
く
の
で
、
経
験
豊
富
な
会

員
同
士
が
教
え
、
学
び
合
う
仕
組
み
は
他
に
は

な
い
貴
重
な
場
に
な
る
と
考
え
る
。
今
後
も
こ

う
い
っ
た
活
動
を
続
け
、
私
を
含
め
た
会
員
諸

氏
が
よ
り
一
層
飛
躍
で
き
る
場
づ
く
り
を
お
互

い
作
っ
て
い
き
た
い
。

　

今
回
寄
稿
の
機
会
を
頂
い
た
の
で
、

２
０
２
３
年
３
月
に
出
版
さ
れ
た
弊
社
研
究
員

小
林
の
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
は
経
営
課
題
」（
光

文
社
新
書
）
を
紹
介
し
な
が
ら
、
陵
水
会
会
員

同
士
で
の
学
ぶ
仕
組
み
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
。

企
業
で
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か

　
本
書
で
は
、
不
足
ス
キ
ル
を
明
確
化
し
、
個

人
に
ス
キ
ル
や
ポ
ス
ト
を
は
め
込
む
「
工
場
モ

デ
ル
」
の
考
え
方
、「
中
動
的
（
働
く
こ
と
へ

の
意
思
が
欠
如
し
た
）
キ
ャ
リ
ア
」
な
ど
を
紹

介
し
な
が
ら
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
阻
害
す
る
要

因
を
解
説
し
て
い
る
。中
で
も
衝
撃
的
な
の
は
、

日
本
人
が
他
国
を
抜
い
て
ダ
ン
ト
ツ
に
社
外
学

習
や
自
己
啓
発
を
何
も
や
っ
て
い
な
い
と
い
う

調
査
結
果
で
あ
る
。

リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
支
え
る
学
び
と
陵
水
会

　
捨
て
る
学
び
「
ア
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
」、
巻
き

込
む
学
び
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」、

橋
渡
す
学
び
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
」

が
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
支
え
る
３
つ
の
行
動
だ
。

も
愛
情
を
持
っ
て
接
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
る
。

卒
業
生
も
含
む
「
イ
ギ
リ
ス
研
究
会

（RIJU
E

：https://w
w
w
.rijue-japan.

org/

）」
を
立
ち
上
げ
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
研

究
者
や
国
内
外
の
イ
ギ
リ
ス

の
研
究
者
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ス
ク
ー
ル
研
究
者
と
交
流
を
続
け
て
い
る
が
、

特
に
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
の
研
究
者
と
の
交
流
が

多
く
、
何
十
名
と
お
招
き
し
て
き
た
。
昨
年

は
コ
ロ
ナ
禍
後
初
め
て
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
イ
ン
ド
か
ら
研
究
者
や
起
業
家
を
京
都
に

お
招
き
し
た
。

　
滋
賀
大
学
も
新
た
な
学
部
が
誕
生
し
、
飛
躍

の
時
代
に
入
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
も
滋

賀
大
学
の
益
々
の
伸
展
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

（
原
稿
は
１
月
に
頂
い
て
い
ま
す
。）
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（平成14年）
株式会社 創建

（平成4年）

年次幹事募集しています！  顧   問
興津　成實	（大	9）
大西　久一	（大14）
山田　　督	（大19）
鈴木　敏夫	（大19）

支 部 長

副支部長

幹 事 長

副幹事長

会計幹事

監査監事

北本　和志	 （大25）

荒谷　和秀	 （大27）

上林　順治	 （大28）

嶋　　孝浩	 （大33）

若園　清和	 （大22）

亀川　　節	 （大23）

伊部	己代二	（大24）

吉田　雅昭	 （大26）

三原　正晴	 （大26）

加藤　清貴	 （大28）

太田　昌伸	 （大29）

京　　里美	 （大30）

家森　善章	 （大36）

吉田　　裕	 （大40）

池田　栄司	 （大46）

松村	龍之介	（大59）

杉野　向由　（大21）

嶋仲　直隆	 （大28）

岡本　善英	 （大25）

中井　　学	 （大43）

（総会承認で正式決定）

大 6 富 岡			　 進 大 25 岡 本　 善 英
大 7 松 浦　 義 敬 大 25 北 本　 和 志
大 9 興 津　 成 實 大 25 木 村			　 守
大 11 福 田　 忠 博 大 25 吉 本　 隆 弘
大 11 本 田　 貞 彦 大 26 鈴 木　 栄 二
大 12 岩 垣　 利 忠 大 26 前 田　 充 康
大 13 福井	陽一郎 大 26 三 原　 正 晴
大 14 大 西　 久 一 大 26 村 上　 茂 人
大 15 棚 橋　			 猛 大 26 吉 田　 雅 昭
大 16 河 股　 昭 泰 大 27 荒 谷　 和 秀
大 16 松島萬三孝 大 27 野田村	 栄一
大 18 小 野　 晶 生 大 28 奥 田　 勝 則
大 18 水 島　 孝 之 大 28 加 藤　 清 貴
大 19 鈴 木　 敏 夫 大 28 上 林　 順 治
大 19 西 村　 孝 一 大 28 嶋 仲　 直 隆
大 19 山 田　			 督 大 29 太 田　 昌 伸
大 20 尾 池　 健 児 大 29 松 田　 好 史
大 20 竹 中　 重 夫 大 30 京　		 里 美
大 20 長谷川力雄 大 33 嶋　		 孝 浩
大 20 平 井　 廣 忠 大 33 鷹 野　 大 郎
大 21 秋 道　 達 夫 大 34 安 野　 信 之
大 21 杉 野　 向 由 大 36 家 森　 善 章
大 21 高 田　		 治 大 36 青 木　 典 生
大 21 寺 島　 康 雄 大 38 甲斐田		有	亮
大 21 松 居　 義 治 大 39 西		松	あゆみ
大 22 中 村　 幸 文 大 40 吉 田		　 裕
大 22 原　			 幹 夫 大 40 兼 田　 欣 治
大 22 松 村　 二 郎 大 41 塩 谷　 昌 史
大 22 若 園　 清 和 大 44 田 井　			 肇
大 23 亀 川　			 節 大 46 池 田　 栄 司
大 23 笹 山　 明 彦 大 46 市 田　 一 誠
大 23 辻 仲　 弘 明 大 46 才 田　 貴 広
大 23 松 田　 孝 造 大 58 吉 川　 友 里
大 24 伊	部	巳代二 大 59 松	村	龍之介
大 24 黒 田　 康 久 （敬称略）

大 24 出 口　 義 祐

年次幹事の皆様には、同期の方への総会参加の
呼び掛け等大阪支部の運営にご協力いただいて
います。現在、下記の皆様に年次幹事をお願い
しています。
各回年次幹事最低2名体制を目指していますが、
年次幹事不在の年次も多くあります。年次幹事
をお引き受けいただける方について、どうぞ自
薦他薦でご連絡をお待ちしています。
メール登録いただいた年次幹事の皆様とは、
メールにて陵水会と母校に関する情報発信を
行っています。連絡メールが届いていない年次
幹事の方は、お手数ですがメールアドレスを若
園宛ご連絡下さい。
今年度の支部総会は、久しぶりに会場人数制限
もなくなり、沢山の皆さんにお集まいただける状
況となりました。	懐かしい同期との久しぶり懇親
の場として、	7月22日大阪支部総会に、お誘い
あわせの上ご参加下さい。
（連絡先）
大阪支部年次幹事担当若園清和（大22回）
メール：wakazonokiyokazu@yahoo.co.jp
電話：090-1678-8606

令和5年度 陵水会大阪支部 役員（予定）


